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歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
�
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平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年

12

10

13

９
月
ま
で
の
１
年
間
は
、
介
護
保

険
制
度
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、

介
護
保
険
料
が
本
来
の
額
の
半
分

に
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年　

月
か
ら
本
来
の
保
険
料

10

額
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｑ.

介
護
保
険
料
の
納
め
方
に
は
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ.　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

65

の
納
め
方
に
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
と
、
口
座
振
替

ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
納
付（
普
通

徴
収
）
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納

付
（
特
別
徴
収
）

　

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額　

万
円

18

（
月
額
１
万
５
千
円
）以
上
の
支
給

を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
金
の
支
給
月
（
２
月
・
４

月
・
６
月
・
８
月
・　

月
・　

月
）

10

12

ご
と
に
、
２
カ
月
分
の
介
護
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
度
途
中
で　

歳
に

65

な
ら
れ
た
方
は
、
保
険
料
が
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
は
翌
年
度

　

月
か
ら
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

10で
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ

る
納
付
（
普
通
徴
収
）

　

納
期
（
４
月
・
５
月
・
６
月
・
８

月
・　

月
・　

月
・　

月
・
２
月
）

10

11

12

ご
と
に
、
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
に
よ
り
指
定
の
金
融
機
関
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◯問
 

税
務
課
介
護
保
険
料
係

　

�
２
２－

１
３
１
３

介� 護�

保
険
料�

質
問
箱�

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当

１
、
手
当
の
種
類

★
特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の　

歳
以
上

20

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
在
宅
の　

歳
未
満
の
方
に
支
給
さ

20

れ
ま
す
。

２
、
手
当
額

★
特
別
障
害
者
手
当

　

月
額　

２
６
、
８
６
０
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

月
額　

１
４
、
６
１
０
円

※
い
ず
れ
も
、
本
人
や
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
よ
り
、
支
給
が
停
止
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係
（
�
２
２－

１
４
０
０
）
へ
。

　

月　

日
〜　

日
は

10

15

21

秋
の
行
政
相
談
週
間

―
悩
み
や
苦
情
は
ま
ず
相
談
を
―

　

行
政
相
談
は
、
国
を
は
じ
め
県
や

市
な
ど
の
行
政
機
関
、
金
融
公
庫
、

道
路
公
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
、
皆
様
が
持
っ
て
い

る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も
自

宅
で
皆
様
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

が
、
期
間
中
は
行
政
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

〔
特
設
会
場
〕

●
日
時　
　

月　

日
�

10

19

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

13

30

15

30

●
場
所　

白
石
市
小
原
公
民
館

〔
行
政
相
談
委
員
〕

・
猪
股
三
郎
氏
�
２
５－

３
９
７
４

　

白
石
市
郡
山
字
荒
屋
敷　

－

８

12

・
山
口
貞
子
氏
�
２
５－

９
６
０
４

　

白
石
市
八
幡
町
３－

６

◯問
 

生
活
環
境
課
�
２
２－

１
３
１
４

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

●
日
時　
　

月　

日
�

10

13

　
　
　
　
　

時
〜　

時

10

15

●
会
場　

柴
田
町
サ
ン
コ
ア

　
　
　
　

大
河
原
町
オ
ー
ガ

●
相
談
内
容　

相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
に
関
す
る
登
記
手
続
き
、
金
銭

貸
借
、
借
地
借
家
な
ど

◯問
 

宮
城
県
司
法
書
士
会
仙
南
支
部

　

小
畑
恭
雄
�
２
６－

２
８
９
２

　

月
は
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間

10行
政
書
士
無
料
相
談

　

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、

手
続
き
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
　

月
６
日
�

10

　
　
　
　

９
時　

分
〜　

時　

分

30

15

30

●
会
場　

柴
田
町
サ
ン
コ
ア

※
当
日
は
無
料
電
話
相
談
（
�
０
９

０－

３
６
４
８－

３
９
１
７
）
も
行

っ
て
い
ま
す
。

◯問
 

宮
城
県
行
政
書
士
会
仙
南
支
部

　

太
田
常
治
�
２
４－

３
３
０
３

今
月
は
児
童
手
当
の

支
給
月
で
す

　

今
月
は
、
平
成　

年
６
月
分
か
ら

13

９
月
分
ま
で
の
４
カ
月
分
の
児
童
手

当
が
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月

の
５
日
以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

市
民
課
総
務
係
（
�
２
２－

１
３
１

２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮城県最低賃金
　県内の事業場で働くすべての労
働者（臨時、パートタイマー、ア
ルバイトなどを含む）に適用され
る宮城県最低賃金が、次のとおり
改正されました。
　　　日　額　４,９３２円
　　　時間額　　 ６１７円

平成13年10月１日発効

宮城労働局・各労働基準監督署
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皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
は
、
道
路
、
公
園
、
建
物
な
ど
の

公
共
施
設
を
は
じ
め
、
福
祉
、
文
化
、

教
育
、
環
境
な
ど
の
整
備
に
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
税
の
納
入
が
滞

っ
て
い
る
方
が
お
り
、
き
ち
ん
と
納

税
さ
れ
て
い
る
方
と
税
の
不
公
平
が

生
じ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
市
の
財
源

を
確
保
し
、
市
政
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
税

金
を
公
平
に
納
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

納
入
の
滞
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
市
の
滞
納
整
理
対
策
本
部
員
で

あ
る
部
課
長
な
ど
が
近
日
中
に
訪
問

し
、
納
付
の
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
�

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
は
、
市
内
の
金
融
機
関
お
よ

び
郵
便
局
よ
り
口
座
振
替
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
防
止
に
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

＊
取
扱
金
融
機
関

　

七
十
七
銀
行
、
宮
城
労
働
金
庫
、

仙
南
信
用
金
庫
、
み
や
ぎ
仙
南
農
協
、

仙
台
銀
行
、
郵
便
局

＊
申
し
込
み
方
法

　

市
役
所
税
務
課
、
銀
行
な
ど
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
る
口
座
振
替
依

頼
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
ご
記
入
の
う
え
、

窓
口
に
直
接
申
し
込
む
か
、
ポ
ス
ト

に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
（
切
手
は

不
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
郵
便
局
を
利
用
さ
れ
る

方
は
専
用
の
申
込
用
紙
に
な
り
ま
す

の
で
、
直
接
郵
便
局
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◯問
 

税
務
課
管
理
収
納
係

　

�
２
２－

１
３
１
３

公
平
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

年
金
は
高
齢

社
会
の《
必
需
品
》

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
が
開
始
さ

れ
る　

歳
の
平
均
余
命
は
男
性
で
約

65

　

年
、
女
性
で
約　

年
と
な
っ
て
い

17

22

ま
す
。

　

ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
の
生
活

に
年
金
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金

　

月
額
（
満
額
）
６
７
、
０
１
６
円

○
障
害
基
礎
年
金

　

月
額
（
１
級
）
８
３
、
７
７
５
円

　
　
　

（
２
級
）
６
７
、
０
１
６
円

○
遺
族
基
礎
年
金

　

月
額（
子
一
人
）８
６
、
３
０
０
円

＊
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
額
は
、　

18

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
数
に
よ
り
加

算
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

保
険
料
の
免
除
申
請
は
お
早
め
に
！

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
大
変
だ
か
ら

と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
受

給
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
も
含
め

て
、
今
月
中
に
申
請
を
し
ま
せ
ん
と

４
月
分
か
ら
の
適
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

◯問
 

市
民
課
国
民
年
金
係

　

�
２
２－

１
３
１
２

 
そ
こ
が
知
り
た
い
老
人
保
健

Ｑ.

入
院
し
た
際
、
自
己
負
担
額
が
安

く
な
る
制
度
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方

が
入
院
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
一

部
負
担
金
（
医
療
費
の
自
己
負
担
金
）

と
標
準
負
担
額
（
食
事
療
養
費
の
自

己
負
担
金
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
に
は
市
保
険
課
で

交
付
す
る
「
認
定
証
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
認
定
日
（
減
額
が
該
当
す

る
日
）
は
、
申
請
い
た
だ
い
た
月
の

初
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

《
認
定
申
請
に
必
要
な
も
の
》

・
老
人
医
療
受
給
者
証　

・
保
険
証

・
印
鑑

◯問
 

保
険
課
老
人
保
健
係

　

�
２
２－

１
３
６
１

国保税
�

Q&A

Ｑ.　

月
に
社
会
保
険

10

に
加
入
し
ま
し
た
が
、

国
保
税
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

社
会
保
険
に
加
入

し
た
場
合
は
、
社
会
保
険
証
、
国
民

健
康
保
険
証
お
よ
び
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
市
役
所
（
市
民
課
）
へ
の

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

月
か
ら
社
会
保
険
に
加
入
し

10
た
場
合
の
国
保
税
は
、
届
け
出
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
、
９
月
分
ま
で

の
国
保
税
を
月
割
で
計
算
し
直
す

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、　

月
納
期

10

分
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
白
石
市

の
国
保
税
の
納
期
は
８
期
に
分
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、　

月
納
期
分
が

10

　

月
分
の
国
保
税
で
は
な
い
か
ら

10で
す
。）

　

ま
た
、
そ
の
計
算
に
よ
り
、
多
く

納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
お
返

し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
不
足

が
生
じ
る
場
合
は
差
額
分
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

月
は
国
保
税
第
５
期
の
納
期
で
す
。

10納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◯問
 

税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係

　

�
２
２－

１
３
１
３

入院時食事一部負担金

（１日当たりの負担額）

入院時一部負担金

（１カ月の上限）
対　　　象

７８０円３７,２００円一 般 の 方

・90日までの入院　 ６５０円

２４,６００円
住民税非課税

世帯等の方 ・90日を超える入院５００円

（過去12カ月に）

◎一部負担額の上限について


